
　類似のＤＮＡ合成阻害剤の発ガン性や
遺伝毒性についてのデータが蓄積され
ているが、今なお陽性と判断されていな
い。
　上述の結論は国際的な理解と軌を一
にするものと考える。

　フッ素はＤＮＡに塩基損傷を誘発する
作用基をもたないので、血中で希釈さ
れると他の臓器での染色体異常の誘発
はないと考えらる。
　従って、フッ素が発ガン性や遺伝毒性
を有する可能性は低いと結論した。

　フッ素の誘発する染色体異常の形態学
的特徴から、フッ素がＤＮＡ合成を阻害
することによって染色体異常を誘発して
いると推測された。
　塗布や洗口に用いられる高いフッ素濃
度では、口腔内あるいは胃でＤＮＡ合成
を行っている細胞に染色体異常を誘発
する可能性はある。しかしその数は極め
て少数であり、染色体異常が誘発されて
なお生存可能な細胞はさらに少数であ
ると考えられる。

　フッ素の利用に批判的な立場の教員
からの依頼で染色体異常試験を行っ
た。その結果、フッ素はむし歯予防のた
めの塗布や洗口に用いられる濃度でも、
ヒト培養リンパ球に染色体異常を誘発す
ることを認めた。

　得られた試験結果を基に文献的考察
を行って、フッ素は安全性が保証されて
いるわけではないと結論した。

　フッ素の染色体異常誘発作用が、ヒト
には認められるがげっ歯類を用いた多
くの研究では認められないため、原猿か
ら類人猿までの霊長類由来の細胞を用
いて、染色体感受性をしらべた。その結
果、フッ素の染色体異常誘発はヒトと類
人猿にのみ観察された。
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　概要は以下の通り。様々なＤＮＡ損傷
誘発物質とＤＮＡ修復阻害剤を組み合わ
せて、誘発された染色体異常の頻度を
比較した。その結果、ＤＮＡポリメラーゼ
αが異常の生成に関与していることが示

唆された。さらに、ＤＮＡジャイレースの
阻害が関与していることも明らかになっ
た。

　ヒト細胞の染色体異常誘発機構は複雑
な過程であり、その研究には、ＤＮＡ損傷
誘発物質、ＤＮＡ合成阻害剤、修復欠損
細胞などを包括的に利用することが必
要である。
　仮説に基づいた戦略的な実験を通じ
て得た結果から、さらに仮説をリファイ
ンしてヒトにおける染色体異常生成機構
に迫ることができた。
　この結果は、染色体異常に関する国際
シンポジウムの招待講演で発表した。




